
 

欠席委員からのご意見 

 

○ 村上委員 

・河道掘削により高水敷がなくなり、単断面水路に近くなるため、

水位に応じた生物の逃げ場への配慮が必要。 

 

・新規ダムの検討においては、環境に配慮し、下流に対して中小洪

水を再現するような運用を検討することも必要。 
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